
ask claude：is, id, == 　(最後の「追加項目」も読んでください)

Pythonのことで少し確認したいです。

以前、オブジェクトが同じであるか調べるために、

lst_1 = [0, 1, 2, 3]
lst_2 = lst_1

# 1
one = id(lst_1) is id(lst_2) # False
# 2 
two = id(lst_1) == id(lst_2) # True
# 3
three = lst_1 is lst_2 # True

print(one, two, three)

のコードにおいて、 # 1 のやり方で、調べた時、 # 2 のやり方にすべきだと気づきました。
でもよく考えたら、 # 2  のやり方は、回りくどく、 # 3 のやり方でよいのではないかと思いました。
どうでしょうか。
この考え方に、何か 落とし穴 はありますか。

Claude

Pythonのオブジェクト比較について確認したいことですね。コードを分析していきましょう。

結論から言うと、 # 3 の lst_1 is lst_2 が最も適切な方法です。
ただし、いくつか考慮すべき点があります。

各行を詳しく見ていきましょう:

1. one = id(lst_1) is id(lst_2)  - これは誤りです。
id() は整数値を返すので、二つの整数値を is 演算子で比較しています。
is 演算子はオブジェクトの同一性（同じメモリ位置にあるか）を調べるものなので、
整数値同士の比較には適していません。これが False となるのは、
id() 関数の呼び出し結果である整数値が異なるオブジェクトとして扱われるためです。

2. two = id(lst_1) == id(lst_2)  - これは機能しますが、回りくどいです。
id() 関数が返す整数値の等価性を == で比較しています。

3. three = lst_1 is lst_2  - これが最も適切な方法です。
二つの変数が同じオブジェクトを参照しているかどうかを直接調べています。



「落とし穴」については以下の点に注意が必要です：

1. is 演算子と == 演算子の違い:

is : オブジェクトの同一性（同じメモリ位置を参照しているか）を比較
== : オブジェクトの値の等価性を比較

2. 特に注意すべき点として、小さな整数や文字列などのイミュータブルオブジェクトは、
最適化のために同じオブジェクトが再利用されることがあります：

a = 256
b = 256
print(a is b)  # True（多くの実装で）

c = 257
d = 257
print(c is d)  # 実装によってはFalse

s1 = "hello"
s2 = "hello"
print(s1 is s2)  # 多くの場合True

s3 = "hello world" * 1000
s4 = "hello world" * 1000
print(s3 is s4)  # 多くの場合False

したがって、値の比較には == を使い、オブジェクトの同一性の比較には is を使うのが原則です。
あなたの例では lst_1 と lst_2 が同じオブジェクトを参照しているかを確認したいので、
lst_1 is lst_2 が最適な選択です。

Me

そうですよね。 # 2 のやり方は考えたあげくに思いついたのですが、
最初から # 3 のやり方にすればよかったのですよね。

Claude

そのとおりです！ # 3 の lst_1 is lst_2 が最も直接的で適切な方法です。
Pythonでは同一性の比較にはこの方法を使うのがもっとも明確です。

# 2 の id(lst_1) == id(lst_2) は確かに機能しますが、
余分な関数呼び出しが発生し、コードが冗長になります。結局は同じ意味になりますが、
読みやすさとパフォーマンスの観点から、直接 is 演算子を使う方が良いでしょう。



Pythonでは意図を明確に表現することが大切なので、あなたの最終的な判断は正しいです。
オブジェクトの同一性を確認するためには、単純に is 演算子を使うのがPythonらしい書き方です。

追加項目：

==が、同一性を調べる場合

Pythonの==は、基本的には値の等値性を調べます

具体的には：

数値（int, float等）：値の等値性
文字列（str）：値の等値性
リスト・タプル・辞書等のコレクション：要素の値が同じかどうか

（例えば、リストでは、ネストされていてもその要素まで、等値性をチェックします）

組み込み型全般：ほとんどが値の等値性

ただし、 カスタムクラスでは__eq__メソッドをオーバーライドしていない場合

オブジェクトの同一性（isと同じ動作）を調べます 。
つまり、日常的によく使う組み込み型やコレクションでは値の等値性を調べるので、
『基本的な使い方では等値性を調べる』という理解で問題ありません。

END


